
 

 

 

 

各分野における子育て応援の取組 
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東海道新幹線「お子さま連れ専用車両」

パンフレット

• 土休日の東海道新幹線「こだま」の一部
列車の指定席に「お子さま連れ専用車両」
を設定しています。

• 車内は小さなお子さま連れのお客様だけ
ですので、周囲に気兼ねする心配なくご乗
車いただけます。

設定日
2021年10月2日～2021年12月19日の土休日

設定列車
・東京～新大阪間に1日上下各２本
・上り：こだま712号（新大阪08:54→東京12:48）

こだま736号（新大阪14:54→東京18:48）
・下り：こだま711号（東京08:57→新大阪12:51）

こだま735号（東京14:57→新大阪18:51）
・いずれも13号車（普通車指定席）

発売方法等
㈱ジェイアール東海ツアーズの旅行商品として
発売しています。おとな１名様以上と小学生
以下のお子さま（乳幼児含む）１名様以上より
申し込みいただけます。

ＪＲ東海
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民鉄による

「子育て応援」の取り組み

２０２１年１１月２５日（木）

一般社団法人 日本民営鉄道協会

Japan Private Railway Association
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１

民鉄では、子育てにやさしい移動に関してさまざまな取り組みを行っています。

駅施設

車 両

その他

トイレ内へのベビーチェア、ベビーシート、ベビーベットの設置

ベビーカーの利用に配慮した車両の導入やホームと車両の段差・隙間の対策工事の実施

駅直結や駅チカの認可保育園・学童保育施設の整備

（一社）日本民営鉄道協会



２

（一社）日本民営鉄道協会

①小田急電鉄 全国初!「小児IC運賃を全区間一律５０円」として、子育て世代を応援



３

（一社）日本民営鉄道協会

②西武鉄道 ベビーカーのレンタルサービス開始



４

（一社）日本民営鉄道協会
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子育てにやさしい移動に関する協議会
令和３年１１月２５日（木）

認定ＮＰＯ法人びーのびーの 白石智子
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子育てひろばで親子に聞きました👂

ひろばに掲示して
意見募集しました

子育てひろばの様子



寄せられた意見👂
・混雑している時は車内で向きを変えにくい
・子どもが残される形での降車は気持ち的にも怖い
・安全のためなら後ろ向きでの降車も仕方ないかと思う
・最寄り駅のホームが電車とホームの間が離れているので前から降りるの
は心配で後ろ向きで降りるようにしていた
・ベビーカーにセンサーを付けるなどの工夫ができたら良い
・こどもが二人いるとベビーカーを押すのともう一人にも気を使いながら
降りなくてはいけないので色々考えてられない
・ホームドア設置に伴い、さらに死角をなくすためにカメラを増設するこ
とは可能なのか？
・自助努力も頑張るが、ドア横でボタン（ブザー）があるなどシステムで
解決できるようにならないか
・車内の中で相互に助け合う仕組みができるといい。
例えば、きょうだい児・多胎児、ベビーカー、車いすサポターが各車両
にいるとか
・電車を乗り降りする時は緊張する。

安全のために取り
付けられたホーム
ドア設置に伴い、
別の課題が現れる



横浜市港北区の
子育て応援隊缶バッジの取組

 周囲に迷惑をかけないようにと心配しながら利用している親子が多数

 ハード面の改良と共に周囲の理解で改善できることを考えていければ
よい

 ベビーカーが先に車内への乗り降りをすることで、より安全になっていく
のではないか

 車内で見守りし合う仕組みが構築できないか

（例：見守り隊のバッジをつけるなど）

所感

もっと子育てをしやすくなる形を子育て中のみんなで考え一緒に
作っていく子育て当事者グループ「こうほく net ほいっぷ」。
このメンバーは子育て家庭が外出時に声をかけやすくなる環境づく
りを目指し、「子育て応援隊」缶バッジを作成。区内約２０００人
にが投票し４択からこの２つに決定。デザインから子育て当事者が
参画



子育てしながら街にでよう！
地域子育てNPOの取り組み事例

NPO法人せたがや子育てネット 代表理事
NPO法人子育てひろば全国連絡協議会 理事
松田妙子
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2020年NPO法人せたがや子育てネット
主な実施事業

せたがやこどもフードパントリー

2020年4月14日からの2021年10月26
日までに89日間228回の活動を通じて
のべ17000食以上を提供。

地域子育て支援コーディネーター
（利用者支援基本型子育て世代包括支援センター）

身近な場所で
予防的な
相談事業・資源開発

中間支援センター

烏山・玉川

赤ちやんをつれて学校へ行こう！
区立中学校3年家庭科、
都立高校定時制へ
地域の1歳までの
赤ちゃんとその家族と
共に訪問
「ティーンエイジャーに
赤ちゃんを抱っこする体験をプレゼント」

情報提供
＊メルマガ耳寄り情報
＊多胎児むけメルマガ
＊ LINE＠等各種SNS
＊ FMせたがや情報提供番組

人材育成
＊ファミリーサポートセンター
アドバイザー研修

＊フォスタリング機関里親研修
＊世田谷区一時預かり補助
＊保育サポーター養成

産前産後のセルフケア講座
対象：妊婦と産後5か月未満の産婦
内容：赤ちゃんの抱っこ、ストレッチ等の講習
あわせて地域の情報を提供し、
身近な場所での相談につなぐ

児童館へのアウトリーチ

区民版子ども子育て会議

地域共生社会にむけての
多分野との連携・中間支援

＊生活サポートNPO等協議会
＊せたがや防災NPOアクション
＊外あそびプロジェクト・せたがや

おでかけひろば【 4カ所】
（地域子育て支援拠点事業）
区内団体と実践交流・ネットワー
クを構築しつつ運営

ぶりっじ@roka
（南烏山）

まーぶる（瀬田）
すぷーん（深沢）
おりーぶ（奥沢）

スポーツ財団主催講座託児



地域子育て支援拠点での日常的な
ヒアリングや話題提供・サポート

•地域の身近な居場所・相談先として機能する「地
域子育て支援拠点」で、日常的にもサポートし、
また、サポートを通してより当事者から公共交通
機関の利用について等の声を受け止めている。



世田谷区立中学校等の授業に導入
•赤ちゃんとのふれあい体験授業に、子育てに優し
い移動についての考え方やベビーカーマークにつ
いてプログラム内に導入

2016年2校
2017年4校
2018年8校
2019年10校
2020年14校
コロナ禍で実際に実施したのは5校



世田谷区里親研修に導入

• 世田谷区の里親、
特別養子縁組希望の
方々への研修にベ
ビーカーの扱いかた、
交通公共機関の利用
方法、ベビーカーマー
クについての講義を
行っている。チラシの
配布も行う。



第4回こども政策の推進に係る有識者
会議にて報告

• 2021年11月10日
臨時構成員として
プレゼンの際に、
子育てしづらさの
解消のため、省庁
超えて連携の必
要性について意
見を提出


